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請
　
願
　
書 

要
　
旨
　
政
府
は
、
今
年
の
４
月
か

ら
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に「
後

期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
高
齢

者
へ
の
過
酷
な
負
担
を
強
い
、
医
療

内
容
は
制
限
さ
れ
、
高
齢
者
の
命
と

健
康
を
脅
か
す
も
の
で
す
。
と
り
わ

け
保
険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

よ
っ
て
、
高
齢
者
か
ら
の
苦
情
は
役

所
に
殺
到
し
、
制
度
の
周
知
を
お
こ

な
え
ば
お
こ
な
う
ほ
ど
、
全
国
で
怒

り
の
声
が
ま
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

　
制
度
の
中
身
は
、
一
部
凍
結
処
置

は
と
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
①
７５
歳

以
上
す
べ
て
の
高
齢
者
か
ら
保
険
料

を
徴
収
す
る
こ
と
、
②
少
な
い
年
金

か
ら
の
天
引
き
、
③
保
険
料
を
払
え

な
い
人
に
対
す
る
保
険
証
の
取
り
上

げ
、④
受
け
ら
れ
る
医
療
を
制
限
し
、

差
別
す
る
「
別
建
て
診
療
報
酬
」
の

実
施
な
ど
で
す
。 

　
そ
も
そ
も
病
気
に
な
り
が
ち
な
高

齢
者
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
長
年
の

社
会
貢
献
に
ふ
さ
わ
し
く
、
国
と
大

手
企
業
が
財
政
負
担
を
増
や
し
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
政
治
の
責
任

で
す
。
ま
た
、運
営
は
広
域
連
合
で

す
が
、住
民
に
と
っ
て
相
談
の
窓
口

は
市
町
村
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
大
き
な
役
割
と
責
任
を
担
わ
せ
る

も
の
で
す
。 

　
高
齢
者
が
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
方
自
治
法
第
９９
条
に
基
づ
き
、
下

記
、
私
達
の
要
望
に
つ
い
て
、
国
と

関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
請
願
い
た
し
ま
す
。 

　
上
記
地
方
自
治
法
第
１
２
４
条
の

規
定
に
よ
り
請
願
い
た
し
ま
す
。 

請
願
者
　
八
潮
市
共
同
セ
ン
タ
ー
　

八
潮
市
中
央
２
―
２９
―
８
　
埼
玉
土

建
八
潮
支
部
内
　
代
表
者
　
斉
藤
　

幸
雄
（
賛
同
者
　
７
，
８
７
１
名
） 

※
な
お
、
同
請
願
に
つ
い
て
、
「
市

民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
」
及
び
「
日

本
共
産
党
」
か
ら
民
経
消
防
常
任
委

員
会
委
員
長
の
報
告
（
不
採
択
）
に

対
す
る
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

市
道
路
線
の
整
備
に
関
す
る

請
願
書 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願 

用
語 

請
願
と
は 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
制
な
ど

に
つ
い
て
直
接
、
市
議
会
に
要
望

で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。 

要
　
旨
　
鉄
道
側
道
（
市
道
０
２
０

２
号
線
〜
市
道
６
０
６
８
号
線
の
間
）

の
早
期
開
通
を
求
め
る
件 

理
　
由
　
私
た
ち
の
町
会
は
、
も
と

も
と
狭
い
道
路
の
中
、
宅
地
開
発
が

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
お
り
、
若
い
世
代

が
増
え
る
と
同
時
に
小
さ
な
子
供
が

増
え
、
子
供
の
飛
び
出
し
な
ど
交
通

事
故
等
の
危
険
が
増
え
る
と
共
に
、

万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
車
両

の
す
れ
違
い
が
困
難
な
為
、
救
急
活

動
等
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
側
道

は
、
公
民
館
の
入
口
・
防
災
倉
庫
に

面
し
て
お
り
、
公
民
館
活
動
に
大
変

不
便
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。 

　
側
道
の
片
側
で
も
開
通
さ
れ
れ
ば

車
両
の
流
れ
も
変
わ
り
上
記
の
こ
と

も
大
分
解
消
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
請
願
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
側
道
の
早
期
開
通
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。 

　
地
方
自
治
法
第
１
２
４
条
の
規
定

に
よ
り
、
上
記
の
請
願
書
を
提
出
し

ま
す
。 

請
願
者
（
代
表
）
　
八
潮
市
大
字
木

曽
根
１
２
４
４
―
３
　
原
田
　
宰
臣

　
ほ
か
７
８
５
名 

委
員
会
提
出
議
案
の
主
な
内
容

委
員
会
提
出
議
案
の
主
な
内
容 

委
員
会
提
出
議
案
の
主
な
内
容 

議
第
１０
号
議
案
「
市
長
の
専
決
処
分

事
項
の
指
定
に
つ
い
て
」 

　
議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
柄
で
、

そ
の
議
会
で
議
決
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
市
長
に
お
い
て
専
決
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
地
方
自
治
法
第

１
８
０
条
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
学
校
給
食
費
の
未
納
問
題
な
ど
、

私
法
上
の
債
権
に
対
し
、
市
で
回
収

す
る
に
あ
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
関
係
す
る
児
童
・

生
徒
の
情
報
が
公
に
な
ら
ざ
る
得
な

い
場
合
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
問
題
を

配
慮
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

努
め
る
た
め
に
項
目
を
追
加
し
た
も

の
で
す
。
（
※
１
参
照
） 

議
第
１１
号
議
案
　
「
八
潮
市
議
会
会

議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
」 

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関

し
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場

を
正
規
の
議
会
活
動
と
し
て
位
置
づ

け
る
た
め
、
八
潮
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

（
左
表
参
照
） 

市長の専決処分事項の指定について新旧対照表　※１ 

○市長の専決処分事項の指定について 
昭和57年6月14日 

議決第53号 
地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条
第1項の規定により、市長において専決処分
することができる事項を次のとおり指定す
る。 
盧　法律上市の義務に属する損害賠償額
の決定で、その額が1件200万円未満の
額を定めること。 

盪　前号の損害賠償額の決定に伴い、予
算を定めること。 

蘯　市が当事者である和解で、その目的
の価額が1件200万円未満のもの 

盻　法令により当然必要とする条例（法
令による条項等の移動の引用条文の改
正及び用語の改正に関する条例に限
る。）を改正すること。 

眈　市が提起する訴えで、その目的の価
額が1件200万円未満のもの 

○市長の専決処分事項の指定について 
昭和57年6月14日 

議決第53号 
地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条
第1項の規定により、市長において専決処分
することができる事項を次のとおり指定す
る。 
盧　法律上市の義務に属する損害賠償額
の決定で、その額が1件200万円未満の
額を定めること。 
盪　前号の損害賠償額の決定に伴い、予
算を定めること。 
蘯　市が当事者である和解で、その目的
の価額が1件200万円未満のもの 
盻　法令により当然必要とする条例（法
令による条項等の移動の引用条文の改
正及び用語の改正に関する条例に限
る。）を改正すること。 

改　正　後 改　正　前 

改　正　後 

（協議又は調整を行うための場） 
第159条　法第100条第12項の規定によ
る議案の審査又は議会の運営に関し協
議又は調整を行うための場（以下「協
議の場」という。）を別表のとおり設
ける。 
 
２　前項で定めるもののほか、協議等
の場を臨時に設けようとするときは、
議会の議決でこれを決定する。 
 
３　前項の規定により、協議等の場を
設けるに当たっては、名称、目的、構
成員、招集権者及び期間を明らかにし
なければならない。 
 
４　協議等の場の運営その他必要な事
項は、議長が別に定める。 

別表（第159条関係） 
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――― 
 
 
 
 
――――――
―――― 

―――― 
 
―― 
 
 
 
 
 
 
―― 
 
 
 
 
――― 

名　称 
 
各会派代
表者会議 
 
 
 
 
 
全員協議
会 
 
 
 
議会報編
集委員会 

目　　的 
 
会派間の意見調
整、その他議会
の運営等に関し
協議又は調整を
行う。 
 
 
議案の審査又は
議会の運営に関
し協議又は調整
を行う。 
 
議会の活動状況
を広く市民に伝
え、開かれた議
会の一層の推進
を図る。 

構 成 員 
 
議長、副議長
及び各会派
（所属議員が
１人の場合を
除く。）の代
表者 
 
全議員 
 
 
 
 
議長、副議長
及び委員 

招集権者 
 
議長 
 
 
 
 
 
 
議長 
 
 
 
 
委員長 

市税　61.2％ 
147億2,840万1千円 

市債　6.9％ 
16億6,320万円 

国庫支出金　7.3％ 
17億5,268万9千円 

歳　入 
240億5,478万3千円 

民生費　30.4％ 
70億1,461万1千円 

土木費　16.5％ 
38億466万4千円 

総務費　12.3％ 
28億2,337万6千円 

教育費　8.7％ 
20億22万4千円 

衛生費　7.3％ 
16億8,504万円 

諸収入　4.7％ 
11億2,612万6千円 

歳　出 
230億5,312万7千円 


